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平成23年度
ビジネスリーダー特別プログラム(BLSP)

新3年次生 説明会

2011年3月9日

関西大学商学部

9：00〜10：20（80分） レゴブロック・プロジェクト（小野）

BLSP新3年次生説明会のスケジュール

（ 分） ック ジ ク （小野）
10:20〜10：30（10分） リーダーシップと英語力に関する調査（小野）

休憩（10分）
10：40～10：50（10分） プログラム概要（馬場）
10：50～11：00（10分） 「プロジェクト研究1」「海外ワークショップ」（川上）
11：00～11：10（10分） 「プロジェクト研究2」（岸谷）
11：10～11：30（20分） 「BLSPのビジネス英語教育について」（岡本）
11：30～11：35（5分） 「アントレプレナーシップ」（真造）
11 35 11 40（5分） 「CSR経営論」（鈴木）11：35～11：40（5分） 「CSR経営論」（鈴木）
11：40～11：45（5分） 「グローバル・リーダーシップ」（大木）
11：45～11：50（5分） 「リーダーシップと英語力」調査（川上）
11：50～11：55（5分） Podcast説明（西岡）
11：55～12：30（35分） 履修登録説明・物品貸与（秋田）

ゼミ別指導（各ゼミ）

2011/3/9 BLSP, Faculty of Commerce, Kansai University 2



Business Leader Special Program 2010/3/9

Faculty of Commerce, Kansai University 2

プログラム概要

BLSPのコンセプト

Excellent

率先して行動できるリーダーを目指して
優れた英語力を身につけ

Proactive 
Leader 

Excellent 
English 
Skills

Playful and 
Cool

優れた英語力を身につけ、
楽しく、カッコよく学ぶ

プロジェクト実践型プログラム

BLSP, Faculty of Commerce, Kansai University 42011/3/9
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BLSP担当教員
氏名 紹介

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

川上 智子 教育GPリーダー。専門は新製品開発。現代経営でおなじみ。

岸谷 和広 専門は広告。流通入門でおなじみ。

馬場 一 専門は国際マーケティング。流通入門でおなじみ。

ビ
中邑 光男 ビジネス英語教育の第一人者。ジーニアス和英辞典等を編纂。

ビ
ジ
ネ
ス

英
語

岡本 真由美 専門は語彙教育。企業研修等の英語実践教育でも活躍。

カーティス・
・ハート・ケリー

アメリカ出身。『ケリーさんのすれちがい100 日米ことば摩擦』ほか
多数の英語テキストを出版。

選
択
科

小野 善生
リーダーシップ論担当。リーダーシップをフォロワーの視点で研究。
『リーダーシップ』著。

西岡 健一
ビジネスモデル論担当。
NTT勤務後，エジンバラ大学マネジメントスクール博士号を取得。

鈴木 政史
CSR経営論担当。コロンビア大学修士号 エラスムス大学博士号。

目鈴木 政史
CSR経営論担当。コロンビア大学修士号、エラスムス大学博士号。
国際大学ビジネススクールを経て、2010年4月より関大に着任。

大木 清弘
グローバル・リーダーシップ担当。タイでフィールドワークを継続中。
2011年より関大に着任。

客
員
教
授

マーク・パリ−
ミズーリ・カンザス・シティ大学教授。イノベーション分野で世界
トップテン。マクドナルドやアマゾンのケーススタディを担当。

アンソニー・
ディベネディート

テンプル大学教授。専門はイノベーション。Journal of Product 
Innovation Management編集長。テクノロジー・マネジメント担当。

BLSPの授業科目 12科目24単位まで卒業所要単位に算入可能

【第７類】「BLSP」(許可制科目）［１７科目］ 単位 配当 担当者

プロジェクト科目群 (５科目）

プロジェクト研究１ ２ ３・春 川上・岸谷・馬場

プロジェクト研究２ ２ ３・秋 川上・岸谷・馬場

プロジェクト研究３ ２ ４・春 川上・岸谷・馬場

プロジェクト研究４ ２ ４・秋 川上・岸谷・馬場

海外ワークショップ ２ ３・夏期集中 川上・岸谷・馬場

ビジネス英語科目群(５科目）

英語プレゼンテーション ２ ２・秋 中邑・岡本・ケリー

英語コミュニケーション１ ２ ３・春 中邑・岡本・ケリー

英語コミュニケーション２ ２ ３・秋 中邑・岡本・ケリー

英語コミュニケーション３ ２ ４・春 中邑・岡本・ケリー

英語コミュニケーション４ ２ ４・秋 中邑・岡本・ケリー

ＢＬＳＰ選択科目群(７科目）択

ビジネスモデル論 ２ ２・秋 西岡

リーダーシップ論 ２ ２・秋 小野

ＣＳＲ経営論 ２ ３・秋 鈴木

グローバル・リーダーシップ ２ ３・秋 大木

アントレプレナーシップ ２ ３・春 眞造＋実務家

ケーススタディ ２ ３・夏期集中 パリー

テクノロジーマネジメント ２ ３・冬期集中 ディベネディート
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BLSPのプロセス

2年次

• 秋学期にBLSP開始

• BLSPへのイントロダクション

定員
75名

面接

最大
6単位

3年次

• 春学期は英語プレゼンテーション準備

• 夏期休業にワシントン大学(アメリカ)で研修

• 秋学期は新製品開発プロジェクト(Sカレ）

4年次

• 春学期はITを用いたプロジェクト

• 秋学期は英語力の再強化と集大成としての発表会

定員
45名

面接

最大
20単位

最大
4単位

7

4年次 秋学期 英語力 再強化 集大成 発表会

所定科目24単位取得でBLSP修了証

BLSP, Faculty of Commerce, Kansai University2011/3/9

2年次秋
(6単位）

英語プレゼン

3年次春
(10単位）

プロジェクト

3年次秋
(10単位）

プロジェクト

4年次春
(4単位）

プロジェクト

4年次秋
(4単位）

プロジェクト

BLSPの履修モデル

2011 2012 2013

テーション

リーダー
シップ論

ビジネス
モデル論

研究1

海外ワーク
ショップ

英語コミュニ
ケーション1

研究2

英語コミュニ
ケーション2

テクノロジー・
マネジメント

研究3

英語コミュニ
ケーション3

研究4

英語コミュニ
ケーション4

プロジェクト
科目群

ビジネス英語
科目群

8
2011/3/9 BLSP, Faculty of Commerce, Kansai University

ケース
スタディ

アントレ
プレナー
シップ

CSR経営論

グローバル

・リーダー

シップ

英語での講義
BLSP

選択科目群

第7類は年間履修制限単位外で
第5類とあわせて計20単位まで
履修可能。全科目履修を推奨。
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旅費（現金で徴収）

BLSPのプログラム費（概算）

項目 費用 学期 備考

海外ワークショップ 約26万円 3・春 シアトル5泊7日。為替等による変動あり。

プロジェクト研究2(Sカレ) 約3万円 3・春 東京往復日帰り（開会式）

英語コミュニケーション 約3万円 4・秋 東京往復日帰り（関東の大学とのイベント）

TOEIC受験 約1万円 3・4秋 IPテスト計2回，11月×2年間

機材・教材（各自購入） ※可能な限り、購入すること。

2011/3/9 BLSP, Faculty of Commerce, Kansai University 9

※継続的な学習のため、下記の機材を各自用意すること。

１）iPod

2011年3月より使用（春休みの課題）。

項目 学期 備考

iPod （iTunes 対応機種） 3・春 2011年3月より使用開始（春休みの課題）。
応募時に調査した際の希望者にのみ、本日貸与。

iPhone等のスマートフォン
または iTouch、iPad

3・秋 2011年9月までに各自用意すること。携帯端末で

ない場合、無線LAN環境も各自で用意する。

各科目の説明



Business Leader Special Program 2010/3/9

Faculty of Commerce, Kansai University 6

外国人客員教授による
英語の集中講義（8月・12月）

ケーススタディ
テクノロジ マネジメントテクノロジー・マネジメント

ケーススタディ（英語） 8月4日～9日（予定）

BLSP, Faculty of Commerce, Kansai University 12

マーク・E・パリー教授

2011/3/9
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Case Studies
Launching New Products and Services

Dr Mark ParryDr. Mark Parry

Dates Sessions Topics
8/04
(Thurs)

10:40-17:50
(4 sessions)

Jeff Bezos and Amazon.com: 
positioning and product strategy

8/05
(Fri)

10:40-17:50
(4 sessions)

Discover Brokerage: positioning 
(continued) and price strategy

BLSP, Faculty of Commerce, Kansai University 132011/3/9

8/08
(Mon)

10:40-17:50
(4 sessions)

Outpost.com: communication 
strategy

8/09
(Tue)

13:00-17:50
(2 sessions + exam)

McDonald’s and the Arch Deluxe: 
communication strategy (cont.) + 
Final Exam

テクノロジーマネジメント（英語）
12月6日～10日（予定）

☆BLSPホームページに
動画メッセージあり

BLSP, Faculty of Commerce, Kansai University 14

アンソニー・ディベネディート教授

2011/3/9
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Technology Management  
Dr. Anthony Di Benedetto

D t S i T iDates Session Topics
Day 1
Dec 6 (Tue)

1-2-3 The Strategic Elements: New Products Process,
Product Innovation Charter, and Product Portfolio
The Role of the Customer and Lead User Analysis
Prototyping Case: P&G Carpet Flick

Day 2
Dec 7 (Wed)

4-5-6 Product Concept Evaluation
Adoption, Diffusion, and Sales Forecasting
Presentations of Product Success/Failure

Day 3 7-8-9 New Product Protocol and the House of Quality

BLSP, Faculty of Commerce, Kansai University 152011/3/9

Day 3
Dec 8 (Thu)

7 8 9 New Product Protocol and the House of Quality
The Role of the Industrial Designer Case: Palm Pilot

Day 4
Dec 9 (Fri)

10-11-12 Product Use Testing and Market Testing
Organizational Issues

Day 5
Dec 10 (Sat)

13-14-15 Managing the Launch Process
Group Presentations of Final Cases
Turn in Written Reports on Final Cases

プロジェクト研究１
海外ワークショップ

（3・春）
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海外 クシ プ 発表するため 研究と

プロジェクト研究１（3・春）

・海外ワークショップで発表するための研究と
英語プレゼンテーションの準備。

・マイクロソフト社（アメリカ）との共同プロジェクト
4月 文献研究・2次情報収集
5月 質問票調査の準備と実施
6月 データ分析と日本語プレゼン準備
7月 プレゼンテーションの英語化

・研究テーマは各ゼミごとに指示する。

BLSP, Faculty of Commerce, Kansai University 172011/3/9

【内容】
・ワシントン大学(UW)とのジョイント・プログラム（3日間）

海外ワークショップ

ワシントン大学(UW)とのジョイント プ グラム（3日間）
・マイクロソフト本社、UWでの英語プレゼンテーション
・スターバックス本社の見学とワークショップ
・学生プロジェクト（ゼミ別に最終日の予定を企画）

【今後のスケジュール】
4月 パスポート提出（教務センター）4月 スポ ト提出（教務センタ ）
7月 事前説明会、費用の支払い
8月 事前講義（パリー先生の前で英語で発表）
9月5日（月）～11日（日） 現地研修
10月 企業ワークショップ（英語で発表）

BLSP, Faculty of Commerce, Kansai University 182011/3/9
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ワシントン大学からの修了証

BLSP, Faculty of Commerce, Kansai University 192011/3/9

プロジェクト研究２
Student Innovation College（S‐カレ）

（3・秋）



Business Leader Special Program 2010/3/9

Faculty of Commerce, Kansai University 11

複数の大学の学生が｢空想生活｣サイトに参加して

Student Innovation College（S‐カレ）

複数の大学の学生が｢空想生活｣サイトに参加して
新製品を提案し、インターネット上での対話を重ね、
商品化を目指すインターカレッジ型学習プロジェクト。

S‐カレ2007（7大学126名）
S‐カレ2008（8大学115名）カレ （ 大学 名）
S‐カレ2009（13大学228名）
S‐カレ2010（13大学300名）
http://www.cuusoo.com/tv/s_colle/

BLSP, Faculty of Commerce, Kansai University 212011/3/9

７つのカテゴリー

BLSP, Faculty of Commerce, Kansai University 222011/3/9
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開会式（武蔵大学 ・6月26日)

Sカレ2010のスケジュール

開会式（武蔵大学 6月26日)
傘の商品企画の実習

サイトオープン（10月4日）
製品の開発（夏休み）

提案ホームページ作成（9月）
プロトタイプ（試作品）（ 月 月）プロトタイプ（試作品）（9月～10月）
ホームページの更新

閉会式（関西大学・11月27日）
２つのコンペティション

BLSP, Faculty of Commerce, Kansai University 232011/3/9

Sカレの２つのコンペティション

２）閉会式で行われる１）商品化達成に向けての ２）閉会式で行われる
プレゼンテーション大会

１）商品化達成に向けての
コンペティション

BLSP, Faculty of Commerce, Kansai University 24

優勝、準優勝、協賛企業賞

2011/3/9
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商品カ ゴリ 協賛企業 検討中

S‐カレ2011の予定

• 商品カテゴリー、協賛企業の検討中

• 開会式

2010年6月下旬予定

法政大学（交通費は自己負担）法政大学（交通費は自己負担）

• 閉会式

2010年11月下旬予定

流通科学大学

BLSP, Faculty of Commerce, Kansai University 252011/3/9

BLSPにおける英語教育について

BLSP ビジネス英語 トBLSP ビジネス英語ユニット

中邑光男・ケリーカーティス・岡本真由美
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BLSPにおける英語教育

1. BLSP英語教育目標

2. BLSP英語教育の方法

3. 春休みの課題

BLSP, Faculty of Commerce, Kansai University 272011/3/9

• ビジネス英語基礎力養成

BLSP英語教育の目標

• ビジネス英語基礎力養成

– 2年間でTOEICの得点を200点以上アップ

・ビジネス英文作成に必要な語彙・文法の習得

• ビジネス英語発信力養成

– 的確なビジネス英文作成能力

– 英語によるディスカッション・運営能力

BLSP, Faculty of Commerce, Kansai University 282011/3/9
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2010年度BLSP生 TOEICスコアの変化

平均値

Total
11月 564.29

4月 509.76

Reading
11月 252.62

BLSP, Faculty of Commerce, Kansai University 29

Reading
4月 225.71

Listening
11月 311.67

4月 284.05

2011/3/9

BLSP, Faculty of Commerce, Kansai University 30
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BLSP英語教育の方法
春学期 授業内

「英語コミュニケーション1」: Phase 1（第1～11週）

– 発信型の英語を作成するのに必要な観点を
説明し、トレーニングする。

– 小テスト，クイズなどで語彙・文法知識を充填
するする。

– 小スピーチを通じて、書く力と伝える力を身に
つける。

BLSP, Faculty of Commerce, Kansai University 312011/3/9

BLSP英語教育の方法
春学期 授業内

「英語コミュニケーション1」: Phase 2（第12～14週）

– 発表原稿へのコメント

発表原稿へのコメント（質問）から，修正案を

夏休み前に完成させる。

小スピ チを通じて 書く力と伝える力を– 小スピーチを通じて、書く力と伝える力を
身につける。

– 最終日に統一語彙・文法テストなどを行う。

BLSP, Faculty of Commerce, Kansai University 322011/3/9
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BLSP英語教育の方法
授業外

• 1日最低2時間の英語学習をする。

• 語彙力と文法力を増強する。

『THE WORD 3000』 『Forest 6th edition』など『 』 『 』な

• 聴解力・読解力を上げる。

リスニング・リーディング教材,  ipod教材
BLSP, Faculty of Commerce, Kansai University 332011/3/9

BLSP英語教育の方法
成績評価

・小テスト（語彙・文法）の結果

・授業内アクティビティでのパフォーマンス

・プレゼン原稿への取り組み

BLSP, Faculty of Commerce, Kansai University 342011/3/9
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BLSP英語教育の方法
秋学期 授業内

• 授業は，習熟度別クラス編成で行う。

（春学期のテストやパフォーマンス結果に基づくクラ
ス分け）

• プレゼンテーション能力を維持・発展させる• プレゼンテーション能力を維持・発展させる。

• ビジネスコミュニケーション理論と技術を学ぶ。

• 英語で議論をする能力を習得する。

BLSP, Faculty of Commerce, Kansai University 352011/3/9

いましなければならないこと

以 教材を入手する1. 以下の教材を入手する。
『The Word 3000』 田中宏昌 語研

『総合英語Forest 6th edition』 石黒昭博 桐原書店

2. 『The word 3000』の指定範囲（pp.1~52）を

BLSP, Faculty of Commerce, Kansai University 36

学習すること。
開講日に，各クラスで確認テストをおこなう。

2011/3/9
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アントレプレナーシップ
（3・春）

講義概要

• 様々な分野におけるビジネス専門家のリレー講義により、
起業・創業に必要な知識・ノウハウの習得を目的とし、
また、ベンチャースピリットの醸成を図ると共に、
将来における優秀で有望なアントレプレナーの輩出を指す。

• また、実際にベンチャー企業等に対し経営支援を行っている
専 家 場感覚 新 社会 動き専門家の現場感覚から、最新の社会の動き、
具体的なビジネス事例について情報提供を行う。

BLSP, Faculty of Commerce, Kansai University2011/3/9 38
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講義計画と講義テーマ
回 担当者 講義テーマ

１ 眞造 豊久 現在のビジネス環境と起業

講 義 計 画

１ 眞造 豊久 現在のビジネス環境と起業

２ 小林 寛治 起業に必要な法律知識

３ 松本 美香 様々な法人の種類と会社設立の方法

４ 〃 演 習（模擬登記資料作成）

５ 藤井恵介 起業に必要な人事労務知識

６ 石橋 研一 会社設立時における資金調達とその方法

７ 〃 演 習（模擬融資申込書作成）

８ 久保 憲二 企業のマーケティング活動とブランディング

９ マ ケティング調査の方法とその進め方９ 〃 マーケティング調査の方法とその進め方

10 戸田 浩司 フランチャイズで起業する方法

11 砂畑恵理子 起業に必要な財務知識と経営指標

12 森本 直之 起業に必要な特許知識

13 眞造 豊久 まとめ

14 米田 明 体験型企業経営実践ビジネスゲームⅠ 

15 〃 体験型企業経営実践ビジネスゲームⅡ

2011/3/9
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講師プロフィール１

眞造豊久（さいせい㈱代表取締役）

明治大学政治経済学部卒業後、大和ハウスグループの広告代理店に入社。その後、
大 会社 転職 専門 経営 グ戦略 大学商学大手コンサルタント会社に転職。専門は経営・マーケティング戦略。関西大学商学
部教育ＧＰ採択事業｢英語に強いプロアクティブ・リーダーの育成」においてコー
ディネーターを務める。

小林寛治（進取法律事務所所長、弁護士）

大阪市立大学法学部卒業、司法試験合格後、弁護士登録（大阪弁護士会）大阪芙蓉
法律事務所入所。進取法律事務所開設、所長弁護士として現在に至る。中小・ベン
チャー企業の法律顧問を多く務め、各種法務アドバイスを行う。また、会社設立時
の法的アドバイスや相談なども多く受け付けている。

松本美香（松本司法書士事務所所長、司法書士）

平成16年司法書士試験合格 岩見司法書士事務所勤務を経て平成17年独立開業。会平成16年司法書士試験合格、岩見司法書士事務所勤務を経て平成17年独立開業。会
社設立、合併、会社分割、増減資、役員変更、種類株式、新株予約権（ストックオ
プション）等、会社に関係する法的アドバイスと実務を行う。金融機関や多くの支
援センターで相談員として活躍。親身なアドバイスには定評がある。

藤井恵介（藤井社会保険事務所所長、社会保険労務士）

京都大学農学部農林経済学科卒業。食品メーカーの経営企画室で関連会社の立ち上
げ等を担当。内定者教育・新入社員教育の企画、実施も行う。その後、社会保険労
務士事務所を開業。採用面接や就業規則、コンプライアンスに関するコンサルティ
ングや総務事務アウトソーシング等を行う。

2011/3/9
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講師プロフィール２

石橋研一（石橋経営会計事務所所長、税理士、中小企業診断士）

大阪大学経済学部卒業後、住友（現三井住友銀行）入行。その後、大手会計事務所
に転職。税理士・中小企業診断士の資格を取得する。税務実務はもちろん、各種コに転職。税理士 中小企業診断士の資格を取得する。税務実務はもちろん、各種
ンサルティング、組織再編、大規模相続など、多くの業務を行う。その後、独立。
ベンチャー企業から中堅企業まで、多くの企業の顧問税理士を務める。

久保憲二（株式会社マーケティングファクトリー代表取締役）

立命館大学産業社会学部卒業後、大和ハウス工業㈱に入社。その後、㈱マーケティ
ングファクトリー設立。市場・商圏調査やマーケティング戦略の立案、ブランド構
築、ＷＥＢマーケティング、システム開発等を専門とし、不動産業界や広告業界等、
多くの業界に精通している。

戸田浩司（有限会社プロフィット代表取締役）

大学卒業後、大手コンピュータ会社の営業や不動産会社の営業を経験。その後、大
手 ンサルテ ング会社にてフランチ イズ経営の ンサルテ ングを行う 外食手コンサルティング会社にてフランチャイズ経営のコンサルティングを行う。外食
産業他において、多くのフランチャイズ起業家を支援。敷居の低い起業支援を行っ
ている。

砂畑恵理子（砂畑会計事務所所長、公認会計士、税理士、中小企業診断士）

公認会計士試験合格後、監査法人トーマツ入所、その後、新日本監査法人入所、平
成12年砂畑会計事務所設立。多くの企業に対し経営指導、財務コンサルティングを
行っており、各地の中小企業支援センター等において創業・起業家のためのセミ
ナー講師や相談員を務めている。

2011/3/9

森本直之（もりもと特許事務所所長、弁理士）

愛媛大学工学部金属工学科卒業後、機械部品メーカーに入社。エンジニアとして勤務。

講師プロフィール３

生産技術や製品の開発に携わる。その後、弁理士登録。起業家やベンチャー企業の知的
財産戦略に力を入れたいという思いで、ビジネス支援やコンサルティングに取り組んで
いる。

米田 明（有限会社 中小企業診断所 代表取締役）

関西大学工学部卒業後、通信関係のメーカーに勤務。小規模な中小零細企業に対して、
赤ひげ先生”のような身近な経営コンサルタントを目指している。講義では、事業運営
のノウハウやビジネス感覚を養う体験型企業経営実践ビジネスゲームを担当、より実践
的な経営ノウハウの習得を目的としている。

2011/3/9
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CSR経営論
（3・秋）

CSR経営論
鈴木政史

• 講義のポイント
2040年の世界を考える
グローバル化する企業にとってのCSR：理論と実際
3つのパートの講義構成

1. CSR経営論の概要－変遷・概念・理論
2 CSR経営課題とステイクホルダーの役割（ケースを活用）

BLSP, Faculty of Commerce, Kansai University 44

2. CSR経営課題とステイクホルダーの役割（ケースを活用）
国際環境問題と国際人権問題

3.グループ・プロジェクト
自ら企業2社及びCSR課題を選択し、与えられた基準に基づいて
2社のCSR経営の評価を行う。レポート作成と講義での発表。

2011/3/9
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講義の前に…これから30年のグローバルなトレンドを自ら考え、
3つのことを考える。

CSR 経営論 講義計画

3 のことを考える。
2040年、自分はなにをしているか。
2040年、世の中はどのようになっているか。
2040年、どのようなビジネスが考えられるだろうか。

Part A: CSR経営論の概要－変遷・概念・理論
「グループ・プロジェクト」の解説
CSR経営論の変遷とグローバルな潮流
CSR経営論の概念と理論

Part B: CSR経営課題とステイクホルダーの役割
CSR経営課題１－国際環境問題 (ケース１：日本企業）
CSR経営課題2－国際人権問題 （ケース２：欧州企業）
ステイクホルダーの役割－NGO・市民社会（ケース３：米国企業）
ステイクホルダーの役割－金融業界（銀行・保険・証券）

Part C: 「グループ・プロジェクト」の成果発表と総括
45BLSP, Faculty of Commerce, Kansai University2011/3/9

グローバルリーダーシップ
（3・秋）
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グローバル・リーダーシップ
大木 清弘

• 講義のポイント講義のポイント

グローバル・リーダーシップとは何か（What)？
なぜ必要か（Why)？
どうすれば発揮できるのか（How)？
座学による学び：国際経営論，リーダーシップ論，

ダイバーシティ・マネジメント，国際人的資源管理論

実践による学び アンケ ト ケ ススタディ グル プワ ク

2011/3/9 BLSP, Faculty of Commerce, Kansai University 47

実践による学び：アンケート、ケーススタディ、グループワーク、
ディスカッション、ゲスト講演（実務家、研究者など）

講義の目標
リアルなグローバル・リーダーシップ像を掴む
将来のキャリア・デザインに役立てる。

第1回 ガイダンス：グローバル・リーダーシップとは？
グ バ

グローバル・リーダーシップ 講義計画

第2回 日本を取り巻くグローバル環境
第3回 リーダーシップ論とグローバル・リーダーシップ
第4回 グローバル・リーダーの役割とその必要性Ⅰ：現実編
第5回 グローバル・リーダーの役割とその必要性Ⅱ：理論編
第6回 【特別授業】ゲスト講演
第7回 グローバル・リーダーの難しさⅠ：日本人批判の検討
第8回 グローバル・リーダーの難しさⅡ：現地国籍従業員の視点
第9回 グローバル・リーダーの難しさⅢ：本国組織の視点第9回 グロ バル リ ダ の難しさⅢ：本国組織の視点
第10回 ケース・スタディ
第11回 グローバル・リーダーシップの発揮Ⅰ：カントリーリーダー
第12回 グローバル・リーダーシップの発揮Ⅱ：事業/機能/全社リーダー
第13回 グローバル・リーダーシップの発揮Ⅲ：自国民中心主義からの脱却
第14回 グループワーク：討議
第15回 グループワーク：発表
2011/3/9 BLSP, Faculty of Commerce, Kansai University 48
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9：00〜10：20（80分） レゴブロック・プロジェクト（小野）

BLSP新3年次生説明会のスケジュール

（ 分） ック ジ ク （小野）
10:20〜10：30（10分） リーダーシップと英語力に関する調査（小野）

休憩（10分）
10：40～10：50（10分） プログラム概要（馬場）
10：50～11：00（10分） 「プロジェクト研究1」「海外ワークショップ」（川上）
11：00～11：10（10分） 「プロジェクト研究2」（岸谷）
11：10～11：30（20分） 「BLSPのビジネス英語教育について」（岡本）
11：30～11：35（5分） 「アントレプレナーシップ」（真造）
11 35 11 40（5分） 「CSR経営論」（鈴木）11：35～11：40（5分） 「CSR経営論」（鈴木）
11：40～11：45（5分） 「グローバル・リーダーシップ」（大木）
11：45～11：50（5分） 「リーダーシップと英語力」調査（川上）
11：50～11：55（5分） Podcast説明（西岡）
11：55～12：30（35分） 履修登録説明・物品貸与（秋田）

ゼミ別指導（各ゼミ）
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リーダーシップと英語力の調査

2010年度BLSP受講生のリーダーシップ力の測定結果
リーダーシップの測定次元 4月 10月 伸び

見通し力
チーム活動の方向性についての新しいアイデアを常に出
している。

3.47 3.56 0.09

立ち上げ力 他のメンバーに特定の仕事を割り当てている。 3.31 3.47 0.16

思いやり力
他のメンバーの要望や感情に配慮する気持ちを伝えてい
る。

3.82 3.96 0.13

率先力 チーム活動の中で常によりよい方法を探している 3 80 3 87 0 07

2010年度BLSP受講生のリーダーシップ力の測定結果

2011/3/9 BLSP, Faculty of Commerce, Kansai University 50

率先力 チ ム活動の中で常によりよい方法を探している。 3.80 3.87 0.07

伝達力 人前でうまく話をすることができる。
2.87 3.40 0.53

品格度 他のメンバーをいつでも助けられるように心がけている。 4.07 4.16 0.09

相互理解度
私がチーム活動で直面している問題を他のメンバーは分
かってくれる。

3.59 3.76 0.16

チーム成果 チーム活動で大きな成果を挙げることができた。 3.58 3.73 0.16
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リーダーシップと英語の能力の伸び

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0
見通し力

立ち上げ力

思いやり力相互理解度

チームの活動成果
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率先力

伝達力

品格度

2010年4月

2010年10月

英語力について

Listening
Reading

Spoken interaction
Spoken production
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Phase 1 Phase 2 Phase 3
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リーダーシップと英語の能力の伸び
5

3.18 3.06
2.92

2.68

2.96

2

2.5

3

3.5

4

4.5
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0

0.5

1

1.5

Understanding 
Listening

Understanding 
Reading

Speaking Spoken 
Interaction

Speaking Spoken 
Production

Total

2010年4月

2010年10月

Podcast説明
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履修登録説明・物品貸与
ゼミ別指導（各ゼミ）

Thank you very muchThank you very much
for your kind attention.


